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ひとしずく

俺
逃
げ
る
ぞ
！
っ
て

ど
こ
か
へ
行
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
▼
郷
ノ
浦
町
、

画
家
、
濱
英
二
さ
ん

が
母
校
の
旧
渡
良
中

学

校

に
、

後

輩

に

エ
ー
ル
と
希
望
を
込

め
て
寄
贈
し
た
油
絵
の
作
品
が

今
（
21
日
現
在
）、
行
方
不
明

に
な
っ
て
い
る
。
「
な
い
な
ぁ
」

と
気
づ
い
た
も
の
の
所
在
を
確

認
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の

だ
か
ら
、
怒
り
を
通
り
越
し

て
、
ま
さ
に
「
開
い
た
口
が
ふ

さ
が
ら
な
い
と
い
う
」
事
態
▼

「
と
に
か
く
傷
つ
け
ら
れ
ず
に

無
事
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
。
必

ず
見
つ
か
る
と
信
じ
て
い
る
」

と
コ
メ
ン
ト
を
出
し
て
い
る
濱

さ
ん
の
気
持
ち
を
思
う
と
い
た

た
ま
れ
な
い
。
作
品
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
作
家
の
思
い
が
あ

り
、
そ
れ
ま
で
に
重
ね
て
き
た

様
々
な
背
景
が
あ
っ
て
こ
そ
の

も
の
だ
け
に
、
一
瞬
と
い
う
わ

ず
か
な
時
間
で
あ
っ
て
も
、
そ

こ
に
変
化
が
さ
し
て
、
２
度
と

同
じ
作
品
を
生
み
出
す
こ
と
は

で
き
な
い
▼
文
化
度
が
低
い
と

い
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
出
来

事
で
、
万
事
に
つ
な
が
っ
て
い

る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
が
学
校
で
起
き
た
と

い
う
こ
と
は
、
非
常
に
象
徴
的

で
、
学
校
教
育
で
の
文
化
へ
の

姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
よ
う
。
思

い
や
り
や
感
謝
と
い
っ
た
言
葉

が
、
多
く
用
い
ら
れ
る
場
で
も

あ
り
、
教
え
る
側
の
底
の
深
さ

も
問
わ
れ
る
▼
カ
ル
チ
ャ
ー

=

文
化

=

に
は
「
耕
す
」
と
い
う

意
も
あ
る
。
耕
す
に
は
、
そ
の

た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
を
活
か
す
多
く
の
経

験
か
ら
く
る
知
恵
が
重
要
と
な

る
。
耕
さ
れ
る
の
は
子
ど
も
た

ち
で
あ
る
。
子
ど
も
が
い
る
か

ら
教
育
が
あ
る
と
も
。

デオデオ
★
★
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市役所玄関前で花束を贈られた白川市長

6年生と一緒に弁当を食べる 1年生

常に振興策考え進言を
約５００人の職員に訓示
２期目スタート、白川博一市長

　
15
日
に
行
わ
れ
た
任
期
満
了

に
伴
う
市
長
選
挙
で
再
選
を
果

た
し
た
白
川
博
一
市
長
（
62
）

が
18
日
、
市
役
所
本
庁
に
2
期

目
と
し
て
初
登
庁
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　
初
登
庁
で
は
、
本
庁
玄
関
前

で
幹
部
職
員
ら
が
出
迎
え
、
女

性
の
職
員
か
ら
手
渡
さ
れ
た
花

束
を
、
満
面
の
笑
顔
で
受
け
取

り
、
「
今
日
か
ら
２
期
目
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
職
員
皆
の
協

力
を
願
い
た
い
」
な
ど
と
話

し
、
庁
舎
に
は
い
っ
た
。

　
こ
の
日
は
午
後
六
時
か
ら
、

郷
ノ
浦
町
、
文
化
ホ
ー
ル
・
中

ホ
ー
ル
で
、
職
務
の
た
め
出
席

で
き
な
か
っ
た
職
員
を
除
く
全

職
員
の
約
５
０
０
人
を
前
に
、

白
川
市
長
が
訓
示
を
述
べ
た
。

　
訓
示
で
は
「
市
民
は
継
続
を

選
ん
だ
。
心
を
一
つ
に
市
民
と

の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
約
束
し
た
こ
と
を
守
る
努

力
を
す
る
」
「
壱
岐
は
第
１
次

産
業
の
島
。
生
産
～
加
工
～
販

売
の
促
進
な
ど
、
農
・
漁
業
の

振
興
に
最
大
限
努
力
し
た
い
。

減
る
傾
向
に
あ
る

肉
用
牛
の
減
少
に

も
歯
止
め
を
か
け

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
「
市
民
病
院
と

か
た
ば
る
病
院
の

一
本
化
を
早
急
に

実
現
し
た
い
。
県

病
院
企
業
団
へ
の

加
入
は
今
年
の
早

い
時
期
に
と
考
え

て
い
る
」。

　
「
全
職
員
は
市
長

の
私
に
代
わ
っ
て

仕
事
を
し
て
い
る

と
い
う
自
負
、
責

任
感
を
も
っ
て
仕

事

に

取

り

組

み
、

市
民
に
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
が
大

切
。
ま
ず
、
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
行
政
ニ
ー
ズ
へ

の
素
早
い
対
応
を

心
が
け
た
い
」
「
常

に
市
の
振
興
に
つ

い
て
考
え
る
。
自

分
の
守
備
範
囲
だ

け
で
は
足
り
な
い
。
そ
の
枠
を

超
え
て
考
え
進
言
し
て
ほ
し

い
。
全
職
員
約
６
０
０
人
の
頭

脳
で
考
え
進
言
し
て
も
ら
い
た

い
」
「
職
員
力
に
大
い
に
期
待

し
て
い
る
。
共
に
力
を
合
わ
せ

て
頑
張
ろ
う
」
な
ど
と
、
２
期

目
と
な
る
市
政
へ
の
考
え
の
一

端
を
熱
く
語
っ
た
。

ＣＤ「日韓友情歌の架け橋」完成
濱さん作詞の「虹の架け橋」も

〜お知らせ〜
５月４日（金）発行の次号・第
４号は、本紙を印刷する印刷会
社が、ゴールデンウィークで休
業となるため休刊し、５月 11
日発行の第５号との合併とし、
全８ページでお届けします。ど
うぞよろしくお願いします。
　　　　　　　　壱岐新報社

福岡で発表会、ＮＰＯ「心をお伝える会」

　
福
岡
市
、
Ｎ

Ｐ
О
法
人
「
心

を
伝
え
る
会
」

（
沢
柳
則
昭
理
事

長
）
が
、
日
韓

の
交
流
促
進
と

東
日
本
大
震
災

復
興
へ
の
願
い

を
込
め
て
企
画
、

制
作
し
た
Ｃ
Ｄ

「
日
韓
友
情
歌
の

架
け
橋
～
夢
の

ド
リ
ー
ム
ラ
イ

ン
～
」（
全
13
曲
）

＝
写
真
＝
が
こ

の

ほ

ど

完

成
、

同
市
、
都
久
志

会
館
で
発
表
会

が
開
か
れ
た
。

こ
の
Ｃ
Ｄ
に
は
、

一
般
公
募
詞
で

選
ば
れ
た
本
市

在
住
の
詩
人
、
濱
裕
子
さ
ん
作

詞
の
「
虹
の
架
け
橋
」
（
俳
優

で
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

の
宇
佐
元
恭
一
さ
ん
作
曲
）
も

収
録
さ
れ
て
お
り
、
発
表
会
で

は
同
市
出
身
の
宇
佐
元
さ
ん
に

よ
り
披
露
さ
れ
た
。

　
ま
た
Ｃ
Ｄ
に
は
、
２
０
０
１

年
に
東
京
Ｊ
Ｒ
新
大
久
保
駅
構

内
で
、
線
路
に
落
ち
た
日
本
人

を
助
け
、
自
身
は
亡
く
な
っ
た

季
秀
賢
さ
ん
を

テ
ー
マ
に
し
た

メ
モ
リ
ア
ル
曲

（

作

詞
、

作

曲

チ
ュ
・
ガ
ヨ
ル

さ
ん
）
が
日
本

語
と
韓
国
語
で

収
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
日
の

た
め
に
来
福
し

た
チ
ュ
さ
ん
が

日
本
初
披
露
と

し
て
ギ
タ
ー
の

弾
き
語
り
で
歌

い
上
げ
た
。

　
虹
の
架
け
橋

の
作
詞
に
つ
い

て
濱
さ
ん
は
「
日

韓
を
結
ぶ
海
峡

の
島
に
住
み
、
韓

国
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
交
流
展

を
重
ね
て
い
る
良
人
で
画
家
・

濱
英
二
と
共
に
、
日
韓
の
つ
な

が
り
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
３
・
11
以
降
に
宮
城
県
を

訪
れ
助
け
合
っ
て
生
き
た
い
と

深
く
感
じ
て
い
ま
す
。
日
韓
両

国
、
心
と
心
、
互
い
を
思
い
あ

う
希
望
の
虹
の
橋
を
架
け
た
い

と
作
詞
し
ま
し
た
」
な
ど
と
す

る
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
い
る
。

　
そ
の
Ｃ
Ｄ
の
売
り
上
げ
（
１

枚
２
千
円
）
の
一
部
は
東
日
本

大
震
災
・
被
災
地
へ
の
支
援
金

に
充
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
詳
し
く
は
心
を
伝
え
る

会
（
電
話
０
９
２
―
７
１
６
―

７
３
８
１
）
へ
。

　
濱
さ
ん
作
詞
の
虹
の
架
け
橋

の
歌
詞
１
番
は
次
の
通
り
。

空
に
虹
を
か
け
よ
う
　
海
の
向

こ
う
の
あ
な
た
に

渡
っ
て
逢
い
に
行
こ
う

私
の
国
と
　
あ
な
た
の
国
と

ふ
た
つ
の
ま
ご
こ
ろ
結
ぶ
　

虹
の
橋
を

こ
ん
に
ち
は
　
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ

セ
ヨ

笑
顔
が
光
る
　
七
色
に
光
る
　

本
市
の
人
口
２
万
９
４
６
０
人

　
　

平
成
24
年
３
月
末
日
現
在

ふ
る
っ
て
応
募
し
よ
う
！

　

市
ま
ち
づ
く
り
市
民
力
事
業

会
長
に
武
田
哲
明
氏

　
　
　
　
市
小
中
学
校
教
頭
会

　
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

よ
る
平
成
２
４
年
３
月
末
日

現
在
の
人
口
・
世
帯
数
が
ま

と
ま
っ
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
本
市
の

人
口
は
男
１
万
４
０
１
９
人
、

女
１
２
万
５
４
４
１
人
、
合

計
２
万
９
４
６
０
人
で
、
世

帯
数
は
１
万
１
５
９
０
世
帯

と
な
っ
て
お
り
、
４
地
区
別

（
男
、
女
、
合
計
、
世
帯
数

の
順
）
で
は
▼
郷
ノ
浦
町
▽

５
、
１
９
１
人
▽
５
、
６
７
０

人
▽
１
０
、
８
６
１
人
▽
４
，

３
８
３
世
帯
▼
勝
本
町
▽
２
，

８
６
７
人
▽
３
，
２
５
３
人
▽

６
，
１
２
０
人
▽
２
，
４
６
０

世
帯
▼
芦
辺
町
▽
３
，
７
７
０

人
▽
４
，
１
７
４
人
▽
７
，

９
４
４
人
▽
４
，
１
４
４
世

帯
▼
石
田
町
▽
２
，
１
９
１

人
▽
２
，
３
４
４
人
▽
４
，

５
３
５
人
▽
１
，
６
０
３
世

帯
と
な
っ
て
い
る
。

一
昨
年
の
同
日
現
在
の
人
口

と
比
べ
る
と
、
総
人
口
は
１
，

０
６
６
人
、
男
４
９
３
人
、
女

５
７
３
人
、
世
帯
数
22
世
帯

と
い
ず
れ
も
減
少
し
て
い
る
。

弁天崎へ歓迎遠足
盈科小学校

　
郷
ノ
浦
町
、

盈

科

小

学

校

（
坂
元
正
博
校

長
）
は
90
日
、

今
年
度
の
新
入

生
歓
迎
式
と
遠

足
を
行
っ
た
。

　
当
日
は
天
候

に
恵
ま
れ
、
体

育
館
で
の
歓
迎

式
の
後
、
６
年

生

が

１

年

生

の
手
を
つ
な
ぎ
、
全
校
生
徒

３
５
４
人
が
徒
歩
で
弁
天
崎
公

園
に
行
き
、
皆
で
仲
良
く
弁
当

を
食
べ
た
り
遊
ぶ
な
ど
し
て
、

楽
し
い
交
流
の
ひ
と
時
を
過
ご

し
た
。

　
同
校
の
１
年
生
の
人
数
は
男

女
各
30
人
の
計
60
人
。

　
市
小
中
学
校
教
頭
会
（
武
田

哲
明
会
長
）
の
定
例
研
修
会
が

19
日
に
開
か
れ
、
本
市
教
育
界

の
発
展
、
児
童
・
生
徒
の
健
全

な
成
長
に
、
初
心
に
返
り
尽
力

す
る
ー
と
、
次
の
通
り
６
人
の

役
員
が
決
ま
っ
た
。

▽
会
長
・
武
田
哲
明
（
三
島
小

学
校
原
島
分
校
）

▽
副
会
長
・
福
田
祥
一
芦
辺
中

学
校
）、
篠
﨑
薫
（
志
原
小
学

校
）

▽
事
務
局
長
・
本
村
英
治
（
田

川
小
学
校
）

▽
事
務
局
次
長
・
山
内
英
治
（
瀬

戸
小
学
校
）
　

▽
会
計
・
末
永
統
子
（
初
山
小

学
校
）

　
市
は
６
月
５
日
ま
で
、
本
年

度
「
ま
ち
づ
く
り
市
民
力
事

業
」
の
第
２
次
募
集
を
実
施
し

て
い
る
。

　
市
民
が
自
ら
考
え
行
う
、
地

域
の
ふ
れ
あ
い
、
ぬ
く
も
り
、

活
力
あ
る
公
益
活
動
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
し
、
市
民
と
行

政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
同
事
業
の
再
募
集
。

　
対
象
は
、
壱
岐
市
内
に
住
所

と
活
動
の
拠
点
を
有
す
る
団

体
（
宗
教
、
政
治
、
営
利
活
動

を
目
的
に
す
る
団
体
は
除
く
）

で
、
本
年
度
中
に
実
施
さ
れ
、

広
く
地
域
住
民
が
参
加
す
る
事

業
で
、
補
助
率
は
１
０
０
％
以

内
（
補
助
対
象
経
費
に
限
る
）。

　
応
募
し
た
事
業
は
、
地
域
の

代
表
者
と
公
募
に
よ
り
決
定
し

た
委
員
に
よ
る
推
進
委
員
が
審

査
し
、
審
査
結
果
は
７
月
中

旬
頃
に
通
知
さ
れ
る
。
第
３

次
募
集
は
８
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
。
応
募
や
問
い
合
わ

せ
な
ど
詳
し
く
は
、
市
役
所

内
、
企
画
振
興
部
政
策
企
画
課

内
、
同
事
業
推
進
委
員
会
事
務

局
（
電
話
48
―
１
１
１
１
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
47
―
４
３
６
０
、
メ
ー

ル

i
k
i

-

k
i
k
a
k
u 

@
c
i
t
y
.
i
k
i
.

l
g
.
j
p
）
へ
。


